春学期　社会構造分析　　
シラバス～週別の日程　



教授：ティースマイヤ･リン thiesmey@sfc.keio.ac.jp 　オミクロン４０６
現代社会の中に行われる様々な行動や行動を裏付ける表現法と信念の「枠組み」を検討していきます。そのために、これらの意義を表す社会理論の文献を読書します。先ず、言説（＝社会で流行している信念を表す表現）の理論を身に付けます。次に日常行動や実践に潜めている社会的意味を分析し、社会制度を構成する「規範」やこれらの変化を検討します。学期中に次の3つのレベルでの規範を掘り出すに努めます。　１）個人的なやり取り（他人とのやり取り）を組み立てる規範、２）全社会が抱えている常識や信念、そして　３）先進国―後進国の間のやり取りを組み立てる規範や変化を探検して行きます。
概念的な枠組みとして、言説、つまり、他人とのやり取りを説明しようとしている「イデオロギー」を用い、様々な考え方、表現法、そして行動はどのように自然化されることも疑問に思います。 中には、現代社会で議論される ｢自己｣ と ｢他者｣ の間の境界線に注目する上、現代社会内のジェンダー関係やジェンダー役割の変化を勉強します。最後に、国内社会や国際社会での「権力関係」の種類を検討して行きます｡
In this course we will consider the framework of human actions and the means of expression and beliefs that underlie our actions. First we will learn about discourse, the outward expression of common beliefs circulating in society. Next we will analyze the meanings that may conceal themselves in everyday actions and practices, and the “norms” and changes in the norms that construct our social systems. During the semester we will attempt to uncover these norms on 3 levels:  1) the norms that frame individual actions and interactions;   2) the common beliefs held throughout a society and the institutions that construct them; and   3) the norms and beliefs operating on the international level in interactions between advanced and developing nations. 

As a conceptual framework we will use discourse theory, that is, the ideology that tries to explain our interactions with others. We will question the “naturalizing” of various thoughts, the means of expressing them, and of actions that we may feel are natural. We will focus attention on the ideas of “self” and “other” that are debated in contemporary society, including the relations and roles of gender and the recent changes in these roles. In the final section we will discuss the kinds of “authority relations” that may operate within a society and between one society and another. 
4月日　第1回 授業中に配布される課題による初回授業の選抜と授業の照会　
初回授業の選抜　授業中に配布される課題による 
授業の紹介：社会構造や表象の様々な定義。 
１．選抜の課題 　　　　　　　　２．授業中課題：ジョン・トムリンソン　『文化帝国主義』 

4月日　第2回 社会規範、「言説」、イデオロギーとは何か　
ブルデュー、「言語交換のエコノミー」前半 

4月　日第3回 社会規範、「言説」、イデオロギーとは何か
ブルデュー、「言語交換のエコノミー」 中心部 

5月日　第4回 社会規範、「言説」、イデオロギーとは何か　　　
ブルデュー、「言語交換のエコノミー」前半。　 　フーコー、「言語表現の秩序」前半 

5月日　第5回 社会規範、「言説」、イデオロギーとは何か　　　　
フーコー、「言語表現の秩序」中心部 　
5月日　第6回 [言説」と国際関係　　　
フーコー、「言語表現の秩序」後部 
6月日　第7回 「言説」と国際関係および中間課題の配布　　　
フーコー、「言語表現の秩序」後半。 
サイード、「東洋人を知る」後部。　　　　中間課題（必修）の配布と説明 
6月日　　第8回 「言説」と国際関係および中間課題の提出受付開始　　
サイード、「東洋人を知る」後部。 　　　　　　　中間課題（トムリンソン、ブルデュー、フーコー、サイードに関する小論文）の受付締め切り（電子ファイル・印刷物）（～6月10日　9:00までに） 

6月日　第9回 ジェンダーの概要　　　
安川　一、「女であること／男であること」（『ジェンダーの社会学』より） 
江原由美子、「広告のジェンダー」（『ジェンダーの社会学』より） 

6月日　第10回 ジェンダーと現代社会　
山田昌弘、末木志保美　「恋愛の社会学」（『ジェンダーの社会学』より） 
末木志保美「女性は『働かな』かったか？」（『ジェンダーの社会学』より） 

7月日　第11回 第２部 国家構築とジェンダー　　
①末木志保美「労働者階級」　（『ジェンダーの社会学』より） 　 　　　



　　　②伊藤るり　「女性の経済活動への参加」（『ジェンダーの社会学』より） 
③厚生労働省　「男性労働の都道府県別現金給与額」 
7月日　第12回 第２部 国家構築とジェンダー　
①マリア・ミース、「主婦化」 　　　






　　　②伊豫谷 、「表象の権力をめぐって」（『経済のグローバリゼーションとジェンダー』より） 
③久場、「経済のグローバル化における労働力の女性化」　（同上） 

第13回 授業中最終テスト：必修　　　
授業中最終テスト：必修
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